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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第90期
第３四半期
累計期間

第91期
第３四半期
累計期間

第90期

会計期間

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　９月30日

自平成25年
　１月１日
至平成25年
　12月31日

売上高 （百万円） 28,747 29,686 39,790

経常利益 （百万円） 1,952 1,328 2,398

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,212 629 1,459

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 2,843 2,843 2,843

発行済株式総数 （株） 21,452,125 21,452,125 21,452,125

純資産額 （百万円） 16,964 17,432 17,252

総資産額 （百万円） 27,398 28,734 28,256

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 58.67 30.60 70.66

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 61.9 60.7 61.1

 

回次
第90期
第３四半期
会計期間

第91期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成25年
　７月１日
至平成25年
　９月30日

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.23 5.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業収益が

改善し、設備投資が増加傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、消費税率

引上げに伴う駆け込み需要に対する反動の長期化や円安、資源価格の高騰による輸入コストの上昇など、先行きが

不透明な状況が続いております。

　当社の主力分野であるチーズ業界におきましては、国内市場では販売競争が激しさを増す一方、輸入原料チーズ

外貨建価格の高騰および円安に伴う容量変更等による実質的な値上げが進行いたしました。

　このような情勢のなか、当社といたしましては、食の安全・安心の確保を最重点とし、品質管理体制のさらなる

強化、販売の促進、新製品の開発、コストの低減等に努めました。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は29,686百万円（前年同四半期比3.3％

増）、営業利益は1,277百万円（前年同四半期比32.5％減）、経常利益は1,328百万円（前年同四半期比32.0％

減）、四半期純利益は629百万円（前年同四半期比48.0％減）となりました。売上高の内訳はチーズ部門が28,333

百万円（前年同四半期比3.0％増）、ナッツ部門が597百万円（前年同四半期比5.5％増）、チョコレート部門が617

百万円（前年同四半期比17.9％増）、その他部門138百万円（前年同四半期比11.2％減）となっております。

 

　（２）資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期会計期間末の資産は、短期貸付金が3,000百万円、流動資産の繰延税金資産が436百万円増加し、現

金及び預金が1,279百万円、売掛金が959百万円、長期預金が550百万円減少したこと等により、前事業年度末と比

較し478百万円増加し、28,734百万円となりました。また、負債は、買掛金が369百万円、厚生年金基金解散損失引

当金が250百万円、未払法人税等が103百万円増加し、未払費用が291百万円、預り金が140百万円減少したこと等に

より、前事業年度末と比較し297百万円増加し、11,302百万円となりました。純資産は、四半期純利益の計上等に

より、前事業年度末と比較し180百万円増加し、17,432百万円となりました。

 

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　（４）研究開発活動

　　　　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は119百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

　提出日現在発行数
（株）

（平成26年11月７日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,452,125 21,452,125
㈱東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり、単

元株式数は100株であります。

計 21,452,125 21,452,125 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 21,452,125 － 2,843,203 － 800,000

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　894,500
－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　 20,533,300 205,333 同上

単元未満株式 普通株式　　　 24,325 － －

発行済株式総数 21,452,125 － －

総株主の議決権 － 205,333 －

  （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数20個）

含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

六甲バター株式会社

神戸市中央区坂口

通一丁目３番13号
894,500 － 894,500 4.17

計 － 894,500 － 894,500 4.17

  （注）上記のほか株主名簿上は当社名義になっておりますが、実質的に所有していない株式2,000株が（議決権の数20

個）あります。

　なお、当該株式数は、前記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,509,255 2,229,358

受取手形 37,981 28,224

電子記録債権 184,561 151,520

売掛金 9,247,307 8,287,341

商品及び製品 1,496,603 1,415,090

仕掛品 37,358 59,723

原材料 996,789 1,279,464

前払費用 43,367 48,953

繰延税金資産 386,512 822,751

未収入金 3,015 30,769

短期貸付金 3,502,178 6,502,674

その他 246,279 68,071

貸倒引当金 △140 △140

流動資産合計 19,691,072 20,923,805

固定資産   

有形固定資産   

建物 5,279,953 5,353,261

減価償却累計額 △3,290,311 △3,410,160

建物（純額） 1,989,642 1,943,100

構築物 421,835 424,671

減価償却累計額 △315,063 △333,256

構築物（純額） 106,771 91,414

機械及び装置 10,305,686 10,681,609

減価償却累計額 △7,570,811 △7,984,636

機械及び装置（純額） 2,734,874 2,696,972

車両運搬具 96,318 98,476

減価償却累計額 △77,244 △83,049

車両運搬具（純額） 19,074 15,426

工具、器具及び備品 523,002 544,415

減価償却累計額 △469,845 △484,389

工具、器具及び備品（純額） 53,156 60,025

土地 1,148,110 1,148,110

建設仮勘定 204,323 11,033

有形固定資産合計 6,255,954 5,966,084

無形固定資産   

諸施設利用権 7 1

電話加入権 11,091 11,091

ソフトウエア 51,700 28,449

無形固定資産合計 62,800 39,543
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年９月30日)

投資その他の資産   

投資有価証券 688,079 729,656

関係会社株式 206,339 229,765

出資金 1,550 1,550

従業員に対する長期貸付金 3,845 4,026

長期前払費用 408,503 387,793

繰延税金資産 276,046 341,854

長期預金 550,000 －

その他 129,575 128,116

貸倒引当金 △17,561 △17,561

投資その他の資産合計 2,246,378 1,805,201

固定資産合計 8,565,133 7,810,828

資産合計 28,256,205 28,734,634

負債の部   

流動負債   

支払手形 81,909 35,599

電子記録債務 16,682 36,998

買掛金 3,303,345 3,672,371

短期借入金 1,500,000 1,500,000

未払金 211,959 222,910

未払法人税等 345,872 449,537

未払消費税等 121,362 156,717

未払費用 3,247,615 2,956,078

預り金 150,506 10,018

設備関係支払手形 26,748 59,452

株主優待引当金 7,400 －

役員賞与引当金 50,000 －

その他 2,898 2,856

流動負債合計 9,066,300 9,102,539

固定負債   

退職給付引当金 1,623,438 1,635,185

厚生年金基金解散損失引当金 － 250,000

長期未払金 301,029 301,029

その他 13,422 13,422

固定負債合計 1,937,889 2,199,637

負債合計 11,004,190 11,302,176
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,843,203 2,843,203

資本剰余金   

資本準備金 800,000 800,000

その他資本剰余金 1,722,740 1,722,740

資本剰余金合計 2,522,740 2,522,740

利益剰余金   

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 80,631 80,631

別途積立金 8,100,000 9,100,000

繰越利益剰余金 3,580,211 2,900,070

利益剰余金合計 11,760,843 12,080,701

自己株式 △350,091 △425,155

株主資本合計 16,776,695 17,021,489

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 339,169 376,084

繰延ヘッジ損益 136,150 34,882

評価・換算差額等合計 475,319 410,967

純資産合計 17,252,015 17,432,457

負債純資産合計 28,256,205 28,734,634
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 28,747,408 29,686,712

売上原価 16,056,135 17,607,821

売上総利益 12,691,272 12,078,890

販売費及び一般管理費 10,799,030 10,801,590

営業利益 1,892,242 1,277,299

営業外収益   

受取利息 4,299 7,226

受取配当金 14,063 14,379

為替差益 40,862 15,387

収入賃貸料 16,542 16,542

その他 7,698 18,972

営業外収益合計 83,466 72,508

営業外費用   

支払利息 10,879 10,714

遊休資産費用 7,177 6,711

その他 4,857 4,317

営業外費用合計 22,915 21,743

経常利益 1,952,793 1,328,064

特別損失   

固定資産廃棄損 6,991 4,633

減損損失 － 7,836

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 － 250,000

特別損失合計 6,991 262,469

税引前四半期純利益 1,945,801 1,065,594

法人税、住民税及び事業税 1,173,882 901,000

法人税等調整額 △440,135 △465,133

法人税等合計 733,747 435,866

四半期純利益 1,212,054 629,728
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

　当社が加入する複数事業主制度の「全国マーガリン製造厚生年金基金」において、平成25年９月開催の代議員会

で解散の方針が決議されております。その後、平成26年９月開催の代議員会の審議によって解散スケジュールが明

確となり、同基金解散に伴う損失見込額の合理的な見積りが可能となったことから、損益計算書の特別損失に厚生

年金基金解散損失引当金繰入額250百万円、貸借対照表の固定負債に厚生年金基金解散損失引当金250百万円を計上

しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

減価償却費 844,676千円 731,221千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 309,871 15.0 平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日

定時株主総会
普通株式 309,869 15.0 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自　

平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

　当社の事業は、チーズ類、ナッツ類及びチョコレート類等の食料品の製造・販売業であり、単一セグメント

であるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 58円67銭 30円60銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,212,054 629,728

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,212,054 629,728

普通株式の期中平均株式数（株） 20,658,034 20,577,699

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月７日

六甲バター株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　髙郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　博信　　印

 

    

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている六甲バター株式

会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの第91期事業年度の第３四半期会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、六甲バター株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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